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 現在、10,000 以上の 16S rRNA 配列が日本 DNA データバンク（DDBJ）や Gen Bank などの遺伝子データバンク





 本研究では、食中毒起因菌およびその近縁菌の 16S rDNA 配列比較により菌種間の共通配列や菌属・菌種などに固
有の配列からなる複数の配列を設計し、マイクロアレイ法、さらにビーズアッセイの遺伝子プローブとして用い、食
中毒起因菌の同時検出の簡易・迅速化を図ることを目的とした。 
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アレイを用いたハイブリダイゼーションによる 16S rRNA との反応特異性の評価結果に基づき、E.coli/Shigella 属菌、




















動的に行なわれるなどの利点を有している。このようなマイクロ流路デバイスを 16S rRNA と遺伝子プローブ結合ビ
ーズのハイブリッドの検出に用いることによって、簡易・迅速化を図ることが可能であると考えた。 
 遺伝子プローブを結合した蛍光ビーズを用いた場合、ハイブリダイゼーションを 2 時間で完了させることができ、
オリゴヌクレオチドマイクロアレイを用いた場合よりも迅速なハイブリダイゼーションを可能にした。また、16S 
rRNA とオリゴヌクレオチド結合蛍光ビーズのハイブリッドの検出にマイクロ流路デバイスを用いることにより、














 本研究は、細菌の 16S rRNA 遺伝子（rDNA）配列の比較により複数の食中毒起因菌検出用配列を設計し、マイク
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ロアレイ法、さらにビーズアッセイの遺伝子プローブとして用いることにより、食中毒起因菌の同時検出の簡易・迅
速化を図ったものである。まず、代表的な食中毒起因菌を含む細菌群の 16S rDNA 配列の比較結果に基づき、食中毒
起因菌を同時検出するためのプローブ候補配列を選定した。それらの遺伝子プローブを固定化したオリゴヌクレオチ
ドマイクロアレイを作製し、細菌の全 RNA を用いたハイブリダイゼーションを行ない、設計した各遺伝子プローブ
の特異性を評価した。次に、オリゴヌクレオチドマイクロアレイを用いて、食材中の食中毒起因菌の同時検出を行な
うことにより、その実用性を確認した。さらに、実用性を向上させるために、マイクロ流路デバイスを用いたビーズ
アッセイ系を構築した。その結果、RNA 抽出後３時間以内に食中毒起因菌を検出できることを示した。 
 本研究は、食品衛生検査における食中毒起因菌の簡易かつ迅速な検出手法として、遺伝子プローブとマイクロビー
ズアッセイの有用性を示した先駆的な研究であり、その成果は食品の衛生管理の向上に大きく貢献しうることから、
博士（薬学）の学位に値するものと判断する。 
